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｢やまとひめ｣と近代中国
遊 佐 徹
上掲の図は､清朝末期の上海で発行されていた日刊紙 『警鐘日報』の光緒甲辰正月廿二
日号､すなわち 1904年 3月 8日号の凶説欄に載せられた政治漫画である.図中の小さく
描かれた中国 (支那)人､朝鮮人を見下ろす 2名の女性が､それぞれ日本とイギリスの鶴
意であったことは､本図に付された以下のようなキャプションから判るo
O這個図､我イ門中国周朝鮮算是小核子､英国日本是保母的様子､是日英同盟後､日本人画
的｡血在新聞紙上､又画在各種器物上､又画在女子的腰帯上､在 日本是狼栄耀的事｡如
今又算為保護朝鮮保碓我満洲､又把俄国打勝､巽莫可算尽保母的責任了｡但我m中国就
甘心同朝鮮一様倣小核子麿C要知道小核子是投有什磨権利的､克甘心譲吉亥 [該譲の誤植
か- 遊佐]他L E磨｡Fl
この図- 我々中国と朝鮮は子供であるらしく､イギリスと日本はその保母の様子で
ある - は､日英同盟締結後に日本人が描いたもので､新聞紙上に載 り､また様々な
道具にも､女性の着物の帯にも描くなどして､そのことを日本においては大変な栄誉
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としていたOそれが今日､E l本は朝鮮を保護し､我が満洲を保護する存在と見なされ､
またロシアに打ち勝ったことで､ついに本当の意味において保母の責任を果たすこと
になったのである｡ しかし我が中国が､朝鮮と同様子供の地位に甘んじていられよう
か｡もし子供にはなんらの権利もないということが判るのであれば､このまま彼等に
権利を譲り渡して置く状況に甘んじているべきであろうか 1｡
すなわち､2人の女性は､日英同盟を象徴するもので､それが東アジアにおいて持つ意
味を当時戦端が開かれて間もない日露戦争との関係においてながめ直すことを読者に求め
た図である､というのである｡
果たして『警錬日報』の意図が読者に伝わったかどうかについての判断はひとまず置き､
この政治漫画のデザインそのものに注目してみよう｡ 
2人の女性の奥側が日本人の､手前側がイギリス人の象徴であることは､疑いの余地の
ないところであろうが､なぜ 2人とも武装 (矛､盾を持 し､兜を被る)して描かれる必要
があったのだろうか｡その姿は､キャプションにいう ｢保母｣像とはあまりにも懸け離れ
たものではないだろうか｡そもそも､なぜ女性の姿を用いてロ英同盟とそれが東アジアに
もたらす影響を描き表わす必要があったのだろうか｡ 
2
『警鐘日報』は､光緒二十九年十月七日 (1903年 12月 15日)に対俄同志会- ロシ
アの中国東北部侵入に危機感を抱いた察元倍等が上海に設立した組織- が上海で創刊し
た機関紙 『俄事警聞』の後継紙である｡光緒二十九年十二月 (1904年 2月)の日露戦争
の勃発によって対俄同志会が争存会に改組されたのを機に 『俄碍管聞』も 『警鐘日報』に
改名することになったのであるが､通俗性を旨とした両紙は､時叩状況､政治状況の解説
に漫画の掲載を一貫して虎視し続けた｡その総数は､両紙合わせて 54幅に上るという 20
例えば､『俄事警聞』の創刊号に載せられた ｢瓜分中国凶｣はその代表的なもので､稚拙
な出来映えではあるが､中国の分割支配を目論む列強諸国を動物等 (熊でロシアを､犬で
イギリスを､蛙でフランスを､蛇で ドイツを､鳥でアメリカをそれぞれ表わし､日本だけ
は太陽をもって表わしている)で擬え､添えられた長文のキャプションとともに中国が身
を催いている国際政治状況､中国人が共有､訟織すべき危機感を判りやすく読者に指 し示
す機能を果たしている3｡
ところで､この ｢瓜分中国図｣は､それに付されたキャプションでも言及されている通
り 『俄串瞥聞』オリジナルの作品ではない 40我々日本人も世界史の教科さや参考図説等
で一度は目にしたことがあるであろういわゆる ｢時局凶｣を下敷きに描かれた 5ものなの
であった｡｢瓜分中国図｣が与える稚拙な印象には二番煎じという理由があったのである｡ 
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図 2｢瓜分中国図｣ 図 3｢時局図｣
T槻掛 こ当たってのこうした既成作品の借用 (実は､『俄事幣聞』における漫iJAJ 悪くいえば
盗用)は､これに限ったことではなく､さらに 『替線日報』でもよく用いられた手法であ
った 60 1節で取り上げた日英同盟の舶音uhJにも､キャプションに r日本人画的｣とある通
り､基づく作品を指摘することができる｡それは､明治三十五年 (1902年)二月十八日の
『時事新報』に掲赦された北沢楽天の手になる ｢日英同盟- ブリタニアとやまとひめ一
一｣と越された挿絵である 7｡
盟 6; 共 日1

^ ひ ご ± + t: 丁 王乙′11
図 4｢日英同盟- プリタニアとやまとひめ｣ 
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3我が国の近代漫画史上において特解される地位をもって語られることの多い北沢楽天 8

が､この挿絵を描くに至った経緯､そして締結成って間もない日英同盟 (1902年 1月 31

日発効)をこのようなデザインによって描き成すことになった理由やそのデザインの由来

等については､すでに佐藤みちこ氏 ｢日英博覧会とその表象～ブリタニアと ｢やまとひめ｣

～｣(『芸術学研究』第 2号 1998年)､菅野洋人氏 ｢新聞付録 《やまとひめとブリタニア》

について｣ (『 l'美術館研究紀要』第 3号 02年)という先行研究があり､基本
郡山市 I /_ 20

的な情報を提供してくれている｡本節では､それらを一部修正しながら利用しつつ､新し

く得た知見も加えて､｢ブリタニアとやまとひめ｣図を中国近代との関係において捉え直す

ための視座を設定することにしたい｡

当時､『時蒋新報』の日曜版付録である ｢時事浸画｣の主筆の地位にあった北沢楽天が
｢日英同盟- ブリタニアとやまとひめ- ｣を播いた理由､背景は､菅野氏も引く該図
を掲載した『時事新報』の次のような 2篇の文章 (前者は､挿絵掲載当日のもの､後者は､
その約 4カ月後の 6月 26日に同紙が石版 L州ヒした- 楽天は､好評を博した該図を油絵
に描き直し､それをもとに石版画が制作された- それを頒布するに当たっての告知文で
ある)によっておおむね知ることができる｡ 
○ 『時碑新報』明治三十五年二月十八日
やまとひめ
欧米各国には自らにして英国を代表する画像と名称あり｡画工等の皆常に用ふる所にし
て､比に図したるブリタニアの如き現に其一例なり｡男子の形を用ひては英のジョン ･
ブル､米のアンクル ･サム､皆人の熟知せる所ならん｡我邦には未だ斯くの如き俗なき
を以て､従て国体を代表して遺憾なき画像あるを見ず｡外国の画工その漫画に往々日本
国を代表する人体を描写したることなきにあらざるも､多くは如何はしき形相にして取
るに足らず｡要するに彼等が我国風に通ぜざるの致す所なり｡比に描き出したる ｢やま
とひめ｣亦固より完全なりと称するにあらざれども､叫の先縦を有せざることとて我社
の画工が稗や苦心を費や したる所､略ぼ国体を代表せ しめ得て遺憾なきに近からんとす｡
本紙は今後人体を用ひて日本国を表はさんとすることある場合に於て､常に此画像を用
ひ､且つ呼ぶに ｢やまとひめ｣の名を以てせんと欲するものなり｡ - 句読は遊佐によ
る｡以下同じ｡
○ 『時事新報』明治三十五年六月二十也日
英皇戴冠式奉祝大画附録
英国皇帝皇后両陛下の戴冠式は愈々本月廿六日を以て挙行せらるべし｡時事新報は遥に
同盟国の盛典を祝せんが為め当日の紙上に両陛下の御肖像を掲げて其万歳を祝 し) 5･る
の外､更に高尚優美なる本紙一面大の画附録を発刊 して､謹んで万里同慶の微意を表せ
んとすou如ま本社の新意匠に成れるものにして､越 して やまとひめとブリタニヤ と 
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4いふ｡即ちブリタニヤは英吉利の祖国を代表する雄偉温雅の女性にして､｢やまとひめ｣
は我日本を代表する秀麗高潔の女性なり｡両女性互に手を把り相等-てならび行く処､
歩々瑞雲を生じて和気天地に満つ｡蓋し東洋の平和を保維扶植するの意を視示したるも
のなり｡此図は今日の創意にあらず｡乗にEl英協約の発表せらるるや､直に時事新報の
挿画として掲げたるに､大に世間の好評を博し､特に本社に照会して､織物時計扇面及
び其他の装飾模様に転用せんことを乞ひしもの少なからず｡然れども日々刊行の挿画は
概ね咽嵯勿卒の間に落Tr･するの常にして､必ずしも掃滅の妙を主とする者にあらず｡是
に於て本社の画家北沢保次氏は､経常惨傍之を油跡 こ大成し､更に之を精巧美麗なる着
色十余度槽の石版に附し､改めて今回の附録となせるものなれば､其筆致の穏健と配色
の絢欄とは必ず観者の眉目を清むべきは勿論､永く同盟国盛典の紀念として壁間欣賓の
料に充つるを得べし｡該痢附録は当日以後引続きて月極めの講読をなす者に限り無代進
呈し､其他は本紙とも一部十銭を申受くべし｡
これら2篇の文章からは､以下のようなことが判るであろう｡ 
①	 ｢やまとひめ｣は､当時欧米各国において普遍的に存在 していた国家の寓意像の日本版 
(｢人体を用いて日本国を表はJす画像)として､新たに創作された女神像である｡
②従って､｢やまとひめ｣は時事新報社のオリジナルのデザイン (｢新意匠｣)である｡ 
③ ｢やまとひめ｣は､日本がイギリスと対等の関係に立った (日英同盟)象徴であるのみ
ならず､｢東洋の平和を保維扶植するの意｣という文言に示されているように､イギリスと
手を結んだ日本の東アジアにおけるプレゼンスの象徴､宣言であった0
先に示した 『警鐘日報』におけるその槻磯は､もちろん ｢やまとひめ｣が有する③の性
格に強く反応 したものであった訳であるが､その点についてさらなる分析､検討を加える
前に､①と②についても新たに接待した惰軸にも拠りながらもう少 しコメントを加えて置
くことにしよう｡ 
まず､①について｡
ジョン･ブル､アンクル ･サム､ブリタニア･-･･といった人物 (『時等新報』の用語でい
えば ｢人体｣)のみならず､動物 (先に取り上げた 『時局tg]』がその好例)や植物によって
国家を表象する手法は､ヨーロッパにおいて育まれた政治文化である 9｡明治以降の日本
も､様々な西洋文化とともにそうした国家という抽象概念を視覚化するイコノロジーの伝
統を我がものとしてゆくことになったのだが､この北沢楽天の挿絵に関しては､さらにブ
リタニアに見合う存在として ｢やまとひめ｣が産み出されたという点に奄要な意味を読み
取る必要があるはずであるQそれは､当時のイギリス人達がブリタニアに担わせた象徴的 
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意味を理解することによっておのずと明らかになることだろう｡
若桑みどり氏が端的に､また飯倉換氏が詳細に論じているように､元来､ローマ帝国の
属州の表象､すなわち被支配の表象であったブリタニアは､近代においてイギリスの政治
的統一が進み､また海外-の進出が活発化するとその性格を大きく変え､世界支配の表象､
大英帝国のシンボル-と転化することになった｡ブリタニアが鎧兜を身に纏い､ トライデ
ン トをア トリビュー トとするのは近代イギリスが海洋等事国家化したことの証しであると
いっ 10｡
日清戦争での勝利を経て海外に植民地を獲得し､やはり海洋軍事国家-の道を歩みだし
た明治日本が､ブリタニアに匹敵する武張した女性像で描かれた国家表象を必要とした理
由はここにある｡
ところで､佐藤氏､若桑氏がすでに指摘しているように､明治日本には､楽天の ｢やま
とひめ｣に先立って複数の女性像を利用した国家表象が存在した 11｡それは､天照大神と
神功皇后である｡明治日本における彼女等の国家表象化の理由､背景とその実際について
は､著桑氏の論考を始めとする専論 12に委ねることにするが､前節に引いた文章の内容か
らしても､また､楽天の画業から判断しても､北沢楽天-時事新報社が意識的に彼女等と
異なる新たな国家表象として ｢やまとひめ｣を創作したと考えて差し支えないだろう｡
なお､これもすでに指摘されている (揺
藤氏)ことであるが､普通､辞典や事典で｢や
まとひめ｣を検索すると垂仁天日の皇女にし
てかの日本式尊の叔母､伊勢神宮の創建者た
る ｢倭比売命 (倭姫命)｣にゆき当たる｡こ
の ｢倭比売命｣も､日本武尊の東征に際 し天
凝雲剣を授けているので武装女性をイメー
ジさせる要素を持つが､楽天の｢やまとひめ｣
との関係はよくわからない｡和製武装女性表
象の創作に当たって､もし楽天が｢倭比売命｣
を強く意識していたのであれば､所持させる
武器は天草雲剣であってもよさそうなもの
であるが､実際は本来ブリタニアのア トリビ
ュー トであるべき トライデン トのような武
器になっている｡ただその後に石版画化され
時事新報社より頒布されたバージョンでは､
｢やまとひめ｣の武器は ｢八尋矛｣に改めら
れており 13､そこに景行天皇が日本武尊の
東征に当たって ｢八軸矛｣を与えた故事の存
在を読み取るのであれば､いささか遠凶りで
はあるけれども楽天の ｢やまとひめ｣に ｢倭
比売命｣の影響を透かし見ることができるか
もしれない｡ 
図 5｢やまとひめとブリタニア｣
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5この ｢倭比売命｣と ｢やまとひめ｣の関係は興味深いテーマではあるが､前者が後者の
誕生に与えた影響については残念ながら現段階でこれ以上言及するだけの資料を持ち合わ
せていない｡しかし､｢やまとひめ｣の創出が従来の ｢倭比元命｣のイメージに影響を与え
る結果をもたらしたことは事実として指摘することができる｡それは､例えば明治四十二
午 (1909年)に詠われた高田桝安の ｢やまと姫｣と題する以下のような歌からも判る｡
三大州の東洋に 立たせ給-るやまと姫

青海原を御裳とし 音天上に若し給ふ

水底深く堅岩を 御足の台と踏み在せば

願も風狂潤迫るとも 太平基抱がじな

三千年の古昔より 我現時代を連ねたる

一系の君と独立の 民は世界に類例なし

皇御意は民に活き 民の命は量に住み

義気溢る 御ゝ姿勢 栄光優れ Lやまと姫

共御首に照る鈍 御胸に玉璽腰に剣

足ぞ皇祖の御垂訓 智仁勇をぞ伝ふなる

万象明かす智の鏡 仁慈を盟ふ玉璽

清き武勇は草薙の 剣と与に備-あり

･(後略)･ ･･14

ここに詠まれる やまと姫｣は明らかに皇統に連なり天准雲剣 (草薙の剣)を持す存在
でありながら､海洋難事
｢
国家の表象としてもイメージされている｡ 
次に②について｡
｢大いに世間の好評を博し---織物時計扇面及び其他の装飾模様に転用｣されたと ｢日
英同盟- ブリタニアとやまとひめ- ｣の人気を･#語 した 『時事新報』の告知文の実際
は､タバコのパッケージや西陣織の羽織宴地のそれを用いたデザインの存在によって確認
でき (菅野氏)､また､『警鐘 E]報』の ｢画在各将器物上､又画在女子的腰帯上 (様々な道
具にも､女性の着物の帯にも描く)｣によって傍証を得ることになるだろうが､一方で､時
事新報杜が図像の産みの親としてのプライオリティーを維持しようと努力し続けたことも
確かである｡｢プリタニアとやまとひめ｣の石版画化 (石版画化された時にはタイ トルは｢や
まとひめとブリタニヤ｣に変更された)はその意志のひとつの現われであろう｡
この意志は､やがてさらにより本質的意味でのオリジナリティーの]-張と管理という方_
向性を取って現われることになる｡すなわち､外来､既成のデザインである ｢プリタニア｣
に対し､新創出の ｢やまとひめ｣を独立させて扱うという判断を時事新報社が下したので
ある.以下に引く文章は､日露戦争勃発後初めての新年を迎えるに当たっての告知文であ
る｡ 
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○ 『時事新報』明治三十七年十二月二十七日
｢来年一月-E]の時事新報Ab一附録｣
歳は戦争に暮れて又戦争に明けんとす｡例年一月一日を以て本紙一面大の画附録を添へ
其都度内外の欣賞を博 し来れる時事新報は､比際庇も斬新雄抜なる意匠を以て有為壮烈
なる新年の年頭を飾らんことに注意し､壮年洋痢家中特に俊才の日ある本社の画家渡部
審也氏に属して月桂冠と題する新画を作製し､之を着色十度槽の石版に附して来年一月
の附録となすに決したり｡画の結構は､眉目端麗にして威容あり敬すべくして放るべか
らざる女性 ｢やまと姫｣が手に八尋の矛を執って立つ処､醜の黒熊その轍の下に雌伏 し
て爪牙皆折､赫灼たる曙光姫の身辺より発して､うす紫の祥罵宇宙を龍め､努架として
遥空天楽の起るあたり､天使一束の雲を駆 りて誉れある月桂冠を携 -つつ姫を望んで
再々降り来たらんとす｡我国民の大精神と大抱負とを親 し得て殆ど遺憾なかるべく､落
筆の猶勤にして軟岩なる､配色の雄隈にして荘厳なる､亦能く題意と相換発して観爽の
気人に迫り､観音をして覚えず快哉を三呼せしむるものあらん｡此附録は-箇月以上の
購読者に限りて無代進呈し､其余は当日の時事新報一部と共に金十五銭を申受く｡
｢やまとひめ｣は､今度は渡部審也という画家の手によって単独像に描かれ頒布される
ことになった 15のである｡
画中において ｢八尋の矛｣の石突き (｢轍｣)のもとに調伏される淑熊とは､もちろん宿
敵ロシアを意味している｡興味深いのは､｢天使｣と ｢月桂冠｣の存在で､日本の勝利を予
祝するアイテムが西洋文化に由来するもの達であるところに､当時の日本の言論界､ジャ
ーナリズムにおける日露戦争の位置付けの一端を垣間見ることができるだろうOこの石版
画のタイ トル自体も ｢月桂冠｣と名付けられた 16のである｡
.i
緑
Y i この段階に至って､｢やまとひめ｣には､｢ブ
リタニア｣の存在を前提としない自立の道が
用意されたといえるであろう｡
払 
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J cd
時事新報社が新たに渡部審也に委嘱 して
｢やまとひめ｣のオリジナリティーを確保､
主張しようと努めたのに対し､そもそもの産
みの親とも称すべき北沢楽天がそれを主張
することはまた当然のことであった｡左の図
は､楽天が 『時事新報』の ｢時事漫画｣で ｢や
まとひめ｣を描いた例である｡やはりロシア
の寓意である熊を ｢やまとひめ｣ひとりで駆
_ _-
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_ , 
I .- _ .J…
-_ _ _
-
巌
の
欝
耶 鼓
か
7｡逐している図柄である 1 
以上の事例から判断すると､｢やまとひめ｣
は､少なくとも口蕗搬争当時には新しいE]本
の軒昔像､女性国家表象へとその地位を確立
しつつあったといえるだろうO 
肘 ,
図 6 ｢時事渡画｣のやまとひめ 
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6さて､本題である｡
これまで進めてきた検討によって､子供の姿に描かれた中国と朝鮮を ｢保母｣としてな
がめ遣る女性が､なぜ武装していなければならなかったのかの理由は判明した｡ しかしな
がら､中国人によって ｢保母｣と紹介された女性像が､決 して ｢保母｣ではなかったこと
も明らかになった｡ここで改めて､｢日英同盟- ブリタニアとやまとひめ｣を転載した『暫
純E l報』-中国人が ｢やまとひめ (とブリタニア)｣をなぜ ｢保母｣に見なしたのかという
疑問が生じることになるだろう｡
この疑問を解く手掛かりは､1 9世紀末より 20世紀初頭における日本の時事漫画が朝鮮
をどのように描き､それが日本人の対朝鮮､アジア認識やその後の日本の近代の歩みにど
のような影響を及ぼすことになったのかを研究した韓相-､韓稗善 (神谷丹路訳)『漫画Jに
描かれた日本帝国 ｢韓国併合｣とアジア組織』 (明石貴店 2010年 東京)によって得
られるかもしれない｡
該智を通覧すると､日本が､｢脱亜入欧｣のスローガンを掲げ､近隣アジア諸国との関
係を文明- 野蛮の価値基準によって捉え直し､やがて支配の対象と見なしてゆく過程に
おいて､新聞紙面を賑わせた時事漫画のなかで朝鮮をしばしば､か弱い動物 (｢鶏｣)､従順
な女性､無分別の子供に描いていたことが判る｡｢日英同盟- ブリタニアとやまとひめ｣
は､その朝鮮と清を他者の指導､庇護を受けるべき存在いう意味で同じ次元に置くことを
宣言したものであった (日清戦争期では､子供の朝鮮を奪い合う､つまり支配権を争 う図
柄で日本と清は描かれていた)｡『幣錦日報』が該図を転載した最大の理由は､そうした現
状の認識を同胞に迫るためのものであったといえるだろう｡2年前に 『時事新報』に倣っ
た日英同盟の締結を祝う挿絵をニュースバリュー的には全く意味がないにもかかわらず紙
面刷新後間もない 『緊線日報』にわざわざ転載した理由はそれ以外には見出し難い｡まし
てや､日本人が新たに創出した女性国家表象など中国人達にとっては何等関心を寄せるべ
き存在ではなかったことだろう｡
このように ｢やまとひめ (とプリタニア)｣は､元来の日本人の製作意図を間引きするか
たちで中国人達に受け取られたことが明らかになったが､さらに視点を変えることで､別
個の該図と近代中国との関係の存在を読み取ることができるだろうOその作業は､該図に
もう 1枚の図を加えて検討することで可能となる｡その図とは､先に言及した ｢時局図｣
同様､やはり私達が世界史の教科番や参考図説等で目にする機会の多い ドイツ皇帝ヴィル
-ルム 2世のいわゆる ｢黄禍の図｣ 1 8である｡この日清戦争終結後間もない 1885年夏頃
に描かれ､複製が広く欧米の王室関係者､政治指導者に配られたという図の意味は､大天
使ミカエル (キリス ト教世界の象徴)に率いられた 7名の女性 (ヨーロッパ羊要文明国の
象徴)が画面奥の黒煙と炎のなかに浮かび上がる龍に乗った仏像 (アジアの象徴)に警戒
のまなざしを送る構図によって､黄色人称の勃興､勢力伸張に対する西洋諸国の一致団結､
対処の必要性を訴えたものと解釈されている 19｡もちろん一目で判るように女性達のなか
にはプリタニアも含まれている｡ 
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図 7｢黄禍の図｣
この図を念頭刺こ置きながら ｢日英同盟- ブリタニアとやまとひめ｣をながめると､ほ
んの数年前にはブリタニアやその他のヨーロッパ各国を象徴する女性達に警戒のまなざし
を向けられていた日本が､一転､アジアを離脱し､ブリタニアとともに中国と朝鮮を見下
ろす側に立つことになっている変化が見出されることになるだろう｡
ともにながめられ､解釈される立場に置かれていたもの同士が､たちまちのうちに新た
なる見る - 見られるの関係､解釈する - 解釈されるの関係のなかに分立する｡これら
女性国家表象とまなざしによって構成される 2枚の輔意図は､1 9世紀末から 20世紀初頭
にかけてのアジアをめぐる国際政治状況の変化を鋭く描写したものだったのである｡
｢黄禍の図｣は､早速ヨーロッパにおいて日本人のながめるところとなり､また日本国

内-も紹介されることになった 20というoつまり､｢黄禍の図｣をあらかじめ見知ったう

えで ｢日英同盟- ブリタニアとやまとひめ｣をながめることになった日本人も実際に存

在した訳である｡彼等が上述のような ｢変化｣を感慨深く感 じ取り､理解 した可能性は商

いのではないだろうか｡そして､この想像は､中国人に対しても同様の経験を用意する環

境が､すなわち､｢黄禍の図｣を見知ることのできる環境が用意されていたかもしれないと

いうもうひとつの想像をかき立てることになるが､この点についてはさらなる調査を重ね

ることにしたい 21
｡
注 
1.『幣鐘 日報』については､中国国民党中央委員会党史史料編纂委員会影印 『中華民国史
料叢編』 ( 1968年 台北)所収の影印版を使用した｡ 
2.許′ト音､采蘇華 ｢拒俄運動与渡画- 以 《俄都督聞》､《瞥錨 日報》為考察点｣(『成寧
学院学報』2 010年第 2期)｡ 
3.『俄事響聞』についても注 1と同様の影印版を使用 した｡ 
- 3 4 -
4.｢這-張図､叫倣瓜分中国図､前年有一個人従英国新聞紙上訳出来的｡｣とある｡ 
5.図 3として掲げた通行の ｢時局図｣では､イギリスを ｢虎｣として描くが､『俄事警聞』
のキャプションが示すように謝鞭泰が描いたオリジナル版はイギリスを ｢狗｣で表わして
いたようである｡また ｢時局図｣は中国における最も初期の新聞 ･雑誌漫画として取り上
げられることが多い (畢克官 『中国恕画史話』等).本図の由来､中国-の紹介者およびそ
れがもたらした影響についてもいくつもの研究がある｡本稿では､以下の論文を参照した｡
｢時局図題詞｣ (『近代史資料』第 1期 1954年)｡
片寄みつぐ ｢｢北京夢枕｣と ｢時局図｣- El中の親刺画交流｣(『楓刺画研究』第 6号 
1993年)0
黄大徳 ｢《時局全図》考｣ (『老漫画』第 1輯 山東画報出版社 1998年)0
王零紅 ｢有閑 《時局図》的幾個問題｣(『歴史教学』2005年第 9期)｡ 
6.注 2の研究によれば､《俄事警聞》と 《警鏑日報》に載る全 54幅の漫画のうち日本由
来のものは 15幅を占めるという｡ 
7.『時節新報』については､国会図番館蔵マイクロフィルム版を使用した. 
日本での職業漫L=8.例えば清水勲氏は､楽天のことを ｢ u蛎家第一号｣と称 している (同氏
『慢u5'が語る明治』 [講談社学術文庫 2005年 東京])0 
9.飯田線 『イギリスの表象 ブリタニアとジョン ･ブルを中心として』(ミネルヴァ諮房 
2005年 京都)序章､イギリスの国家表象｡ 
10.若桑みどり 『皇后の肖像 昭憲皇太后の表象と女性の国民化』(筑摩書房 2001年)
第 6章､皇后像の神話化および飯田氏前掲番第 3章､イギリスのブリタニア- 18世紀｡ 
ll.佐藤氏前掲論文 (3節参照)､若桑氏前掲番第 6章｡ 
12.両者については若桑氏前掲番第 6章､特に神功皇后についてはさらに以下の研究があ
る｡
リチャー ド･W ･アンダーソン (亀井好恵訳)｢征韓論と神功皇后絵馬- 掠末から明治初
期の西南日本｣(『列島の文化史』10 1996年)｡
高寛敏 ｢神功皇后物語の形成と展開｣(『東アジア研究』第 38号 2003年)0
メラニー ･トレーデ ｢近代国家の象徴としての古代女神- 紙幣における ｢神功皇后｣
の表象 (｢美術に関する調査研究の助成｣研究報告)- (2005年度助成)｣(『鹿島美術財
団年報』2005年)0
及川智早 ｢神宮皇后伝承の近代における受容と変容の諸相- 絵葉Il# ･引札というメデ
ィアを中心に- ｣ (『国文学研究』第 148号 2006年)0 
13.楽天は､石版の原画となった油絵の ｢やまとひめとブリタニア｣を描いたあとに､さ
らに水彩でもそれも描いた (菅野氏)が､水彩版では再び トライデン ト型の武器に描き直
している｡ 
14 正吉一斑』 ( 11 なお､本恕は国会図J=館の近代デジタルラ.高田桝安 『 南湖院 97年 .7

イブ リー によって閲覧した)0
 
15.渡部審也は当時の日本において トップクラスの挿絵画家であり､1901年の太平洋画
会の創立に参加するとともに､『時叩新報』､『中央新聞』等の記事､迎範小説の挿絵を担当
したという(｢ 渡部審也という画家を知っていますか｣『 N, 03特集 [西美浪わが街』o311 20

年])0
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16.｢月桂冠｣は､川崎市市民ミュージアム､大阪芸術大学等が所蔵する0 
17.｢時事軸面｣については､北沢楽天編著 『時事漫画』(文化図雷 2001年 東京)第 1
巻､明治簾を使用した｡ 
18.元来の表題は ｢ヨーロッパの諸国民よ､汝らの信仰と祖国の防衛に加われ !｣(文献
によって多少の異同あり)であったという (飯倉章 『イエロー ･ベリルの神話 帝国日本
と ｢黄禍｣の逆説』[彩流社 2004年 東京]第 2章､ドイツ皇帝ヴィル-ルム 2世と ｢黄
禍｣の起源) 0 
19.飯倉氏前掲番第 3草､ヴィル -ルム 2世の寓意血再考｡ 
20.飯倉氏前掲鞘 '第 4章､｢黄禍｣と新日本- 日中の ｢黄禍｣思想 -の対応｡ 
21.調査は､現在までのところ､キリス ト教I f年会が上海で創刊 した総合冊子 『進歩雑誌』
の第 7巻第 3号の巻頭が ｢徳皇威廉第二之図幽歴史｣として載せるものを指摘することが
できるレベルに止まる｡なお､｢黄禍の凶｣については､魯迅 『黄禍』 ( 1933年 10月 20
日 『申報 ･自由談』のち 『准風月談』所収)にも言及がある｡
補注 :『 J新報』の ｢ El プリタニアとやまとひめ｣には日本亡命中の染啓超が時Z t 英同盟-
早速反応 し､｢英日同盟論｣(『新民遊報』第 2号 1902年 2月)に次のような見解を示 し
ている｡
比約発布後数日､日本之 『時事新報』､絵一画凶､為英日両女神之像､倍輪持故､而保
護q r韓両棲童於其膝下｡鳴呼 !君国人見此図者､当有如何之感慨乎O我遂為英日膝下-
#児以自足平｡
図版出典
図 1:注 1による
図 2:注 3による
図 3:中国歴史博物館編 『中国近代史参考図録』 (上海教育出版社 1986年 上海)
図 4:注 7による
図 5:渡辺俊夫監修 『｢自然の美 ･生活の美 ジョン ･ラスキンと近代日本展｣カタログ』 
(1997年)
図 6:注 17による
図 7:注 18飯倉氏著非掲載
〔付記〕本稿は､『岡山大学文学部紀要』第 55号に発表した同名編文に修正を加えたもの
である｡ 
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